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めに l)NA 合成細胞が表層部で減少するためと考えr〕

わた.

3)噴門郡-Ei-1･期胃癌 5例の検討

一二･ ･:∴ ∴ ･㌦ ･.-.■･)

1985年より1990年までの5年間に当院において術前

に診断 された噴門部早期胃癌 5例を経験 したので文献的

考察を加え報告 した. 噴門部癌の定義は, 癌の中.･L､が

Ⅰ･;:C,)より 2em l､入内のものとした.当院で瑚 司時斯に

おける全早馴 鹿L')約 2.5qbに相当した.年齢に-~ういては,

隆起型ーiT!-･均78才,陥凹型平均66才で.隆起型に高齢者が

多く午齢層が高い性向を示 した.性別に-,)いては,全例

男性であった.肉眼町では.隆起型と陥凹型ハ榔針こ差

異は認めと､:,わたか吊 こ.部位については,後壁が大部分

を占めた.阻紙型に-~→いては,全例分 化 型 腺 癌 であー-,た.

深速度乱 n･13例,sm 2例であった.合併潰壕は.

陥凹型3例中 1例 (3300)に認めた. りンバ節転移は､

堂例認められなかった.併存病変は,5例申竣例をこ認め

られた.他の病変が発見された場合でも,噴門部を含め

よ哲詳細な観察が必要である.

4トクローーン病し7月 淵;消化管病変し丁)検討

山日 産壊 せ永田 邦束 (吉田病院内科)
川崎 煎･吉川 鉄郎 ( 同 外科)

最近. ウ=一一ン病には 上二部i酎 ヒ管にも微小,微細左病

変が高率に存在することが明かになりつつある.今回我 々

は.下部消化管に..土工病饗を有する,?[-･ン病:1例につい

て,そ711?-)の l:A_部消 化 管 における病変cT)有無を精細に検

討 し,その経過を観察 した.

クr--ン病の._l･淵;消化管病変i･二は,-J'7叶 t三rl内炎.

壕などがみられた.特に胃前庭部におけるびtT)人は特徴

的であり,その形態から発赤艶 星状塾,タコイポ型の

3型に分頓できた.その病変かL''の生検での肉芽腫L))P島

性率は,胃前庭部で29.40b'.十二指腸で250｡であり.

下部消化管とほは同程度に認められた. しか し､-′'7タ

病変の経過は必ず しも上部と下部では関連 しないよr')で

あった.

以上. クローン病を診断,治墳する際には.上部消化

管の検索,経過観察は極めて重要なことと思われた.

5)St軸 biop鎧y で完全切除されたと考えら
れる撃期胃癌の 1例

護憲 叢 湖 上 正則 (蒸野鼠病院内柳

症例は5()才,男性, ド.Jウの胃透視で鞄常を指摘 され

-iff･成 2年4月16Fl当村で胃カメラ施行.胃休 卜邦人巧側

に浅い陥p-Ilのある 2cm 位(･り隆起性病蜜が認め【､);転 生

輪で高分化型腺癌U).診断.外来で早期胃癌と告知され

手術をすすめr-二)わたが拒否 した.入院後.家族を含めて

再度手術をすすめたが,強 く拒否 した.病変はm癌と推

定さJlたので..敵者,家族t')胤諾を得て 2chこlⅢ1LllfitxM･--

sc(1Peを使い stripbiopsyを行--_､た.切除標本はニi4×

211mm.病変はL)lX14mm LT)大きさで.tub.1m･1.ll,0 .

voで恭一､た.切除断端かZ､'病変LTl境界部分まで (I)距 離

は,約 2mm で正常腺管を約13腺管桟 していた.本例

はチ リンパ節転移はないと推定され 山口大学の多闘ら

の完全切除の基準に合致するので,完全治癒が斯緒きれ

る.

6〕胃癌iこ対す る内視鏡的治療の検討

植木 淳 一･柳沢 喜計
秋山 惟宏 ･塚目 芳久
成沢林木郎 ･十村 軸輝
朝倉 均 (新潟兼学第三内科)

本間 照 ･阿部 美 し 同 郡 ･病理)

治療適応は,転移がなく内視鏡治療で病巣碍完全切除

可能.外科的治墳1く可能在患者背景を有するこ上 病変

内に消化性濃壕,廠痕を伴わたし､粘膜内癌で,分化型腺

-選択,切除検体で組織学的をこ断端癌陰性であれば治療

終了,陽性であれば以後 レ-ザ…治療と組織生検を繰返

す.1986午3月かL､190年5jlE/二､43症例50病変に内視

鏡治療を施行.他疾患による手術不能23例.高齢者13例.

手術拒否Jl例.微小病変3例.粘膜内癌47病変.そJ)他

3病変.対象病変全体cT)完全切除率は3OO･｡.sB施ナj･病

変中の完全切除率は45.5%.幽門前庭部iこ比 し,休部.

噴門部で治療が困難であった.

7)1回の CHOP 療 法が著効を奏した.高令
者胃悪性 リンパ腫の- UH除例

登坂 尚志 ･広沢 秀夫

川[~~】 英弘 ( 同 外科1

症例は80才の女性.約 1ケ月続 く食思不振で.近医で


